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①エリア画面を利用する
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「最近参照したデータ」を
「すべて選択」に変更します

見たいエリア名をクリックします

エリアのマップ画面が開きます

エリアタブを押します

マップ画面の表示設定について、次ページに続きます

エリア内の車両位置を確認しましょう

あらかじめ設定したエリア内における車両の現在位置を確認することができます

車両名をクリックすると、車両
の現在地まで画面が移動します。

ルートに拠点を登録している場
合、到着地を選んで到着予定時
間を表示することができます。
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エリア内の表示をカスタマイズしましょう

エリアのマップの見え方を「地図」か「航空写真」に切り替えることができます

「表示設定」のタブで、マップの表示設定を変
更できます

「地図」か「航空写真」か表示を選択できます。
→「地図」で表示している場合、地形に☑
すると、地形が表示されます。

→「航空写真」で表示している場合、ラベ
ルに☑すると、航空写真の上に建物名等
のラベルを表示できます。

次ページに続きます
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エリアのマップ上の表示をいつでも好きなように変更することができます

ルートで拠点を登録している場合、位置や
拠点名の表示有無を設定できます

次ページに続きます

地名や拠点名で検索できるパネルを地図の右上に表示できます

エリア内の表示をカスタマイズしましょう
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エリアの「車両」タブの表示をいつでも好きなように変更することができます

次ページに続きます

エリアの「車両」タブ内のドライバー名、km/h、出発地、到着
地、到着予定の表示有無を設定できます

【スマホアプリをご利用されている場合のみ】
エリアの「車両」タブ内に、スマホアプリで入力する
ステータス（「輸送」「空荷」「作業」等）を表示す
るかどうか設定できます

エリア内の表示をカスタマイズしましょう
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エリア内の車両アイコンをカスタマイズしましょう

車両位置を示すアイコンの色や表示名を変更する場合は、車両タブで変更し
ます

「車両」タブで、左上の「最近参照したデー
タ」を「すべて選択」に変更します。
アイコン色等を変更したい車両名をクリックし
ます

「詳細」タブ内で、表示名・アイコン種別・
アイコン色・アイコンサイズを変更できます。
各項目の右横にある鉛筆マークをクリックし
て、編集します。

「エリア」タブに戻り、
変更が反映していること
を確認します

「保存」をクリック

例）「東京2号車」のアイコンの色と表示名を
変更したい



88

②DriveCastを利用する
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DriveCastを作成しましょう

DriveCastを作成したい場合は「DriveCast」タブから行います

配信名、配信開始日時、配信
終了日時を入力してください
※配信終了日時は配信開始
日時から180日後まで設定可能

DriveCastで表示
したい車両、
またはドライバー
を選びます

DriveCastタブの
新規ボタンを押します

「+」ボタンを押すとポップアップが
出るので、表示したい車両に
チェックを入れます
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パスワードが必要な場合は入力してください
必要ない場合は「未設定」にチェックを
入れます

次拠点への到着予測時間は、
「表示しない」のままにしてください
※表示たい場合は拠点の登録が必要です

※配信終了日が近づいたら修正が可能です。修正日からさらに180日後まで延長可能です

DriveCastを利用できる時間を設定できます
特に指定が無ければ変更しません

お知らせメール設定で「通知する」を選択、
任意の日数(7～10日)を入力後
ご自身または管理者のメールアドレスを入力し保存ボタンを
押してください

DriveCastを作成しましょう
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DriveCastのタブから作成したDriveCastのURLをクリックすると
設定した車両またはドライバーの現在地を見ることができます

②DriveCastを利用する
―DriveCastを見ましょう

エンジンのかかっている車両はアイコンの周りに波紋が出ます
かかっていない車両は何も出ません

アイコンから表示設定を行えます
※P11参照

アイコンから、特定の場所へ
車両が到着する時間を検索できます
※P12参照
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左上の アイコンから表示方法を変更できます

DriveCastの表示設定を変更しましょう

デフォルトでは「地図」表示となっています
航空写真での表示へ切り替え可能です

交通状況が表示されます

拠点登録と拠点の順番を
設定している場合に利用できます

車両名などラベルの文字サイズを
変更できます

右上のアイコンから表示設定画面を開きます
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右下の アイコンから車両と行き先を指定して到着時間を予測できます

車両を選択して、行き先を指定後 アイコン
をクリックします

検索結果が表示されるので、該当の場所の列右側、「→」をクリックする

DriveCast地図右下のアイコンより検索画面を
表示させます

DriveCastで車両の移動時間を検索しましょう
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該当車両の指定場所までのルートと到着予測時刻が表示されます

DriveCastで車両の移動時間を検索しましょう
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③今いる場所を知らせるメールを送る
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拠点の活用について―概要のご説明
拠点を登録することで、Cariot内に拠点に関する活動のデータが記録されます

到着

滞在

出発

■到着
登録した拠点の円の中に入ると
到着したことをCariot内に記録します。
取得されるのは到着した拠点名と
到着時間です。

■滞在
登録した拠点の円の中に入り、
滞在したことをCariot内に記録します。
取得されるのは滞在した拠点名と
到着時間、出発時間、所要(滞在)時間
です。
※滞在時間0分でも、円に入った場合は
記録されます。

■出発
登録した拠点の円から出ると
出発したことをCariot内に記録します。
取得されるのは出発した拠点名と
出発時間です。
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拠点を登録する
ルート画面から拠点を登録します

※大量拠点の一括登録は「マニュアル④走行実績確認」をご覧ください

拠点を追加したい場所をクリック
します

ルート画面を開き、リストビューを「すべて選択」に
変更後、拠点を登録したいルートをクリックする

・名称から検索して登録する方法

・地図をクリックして登録する方法

登録したい場所の名称を検索し、
該当の場所が表示されたら「+」
ボタンで追加します
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登録した拠点を設定する
拠点の設定できる内容は以下の通りです

追加した拠点は「拠点」タブの
一番下に追加されます

拠点の形を円から多角形へ
変更できます ※P19を参照

拠点の設定を変更できます
※P20参照

拠点の登録と各種設定をしたら
必ず保存ボタンを押します
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登録した拠点を設定する

拠点の形を円から多角形へ
変更できます

〇、□をドラッグすることで
四角の形を変更できます

円の場合は〇をドラッグすることで
円の大きさを変更できます

拠点の設定を変更できます

拠点名を変更できます

記録したい活動にチェックを入れます
設定完了後にOKを押して終了します

・拠点の範囲を変更する

・拠点名前や記録する活動を変更する
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到着・出発のメールアラート設定を行う
拠点に到着、拠点から出発するときにメールアラートを送信する設定を行います

Cariotホーム画面左上にある マークを
クリックし、設定画面を開く

設定画面が開くので、画面左の
に「メールアラート」と入力し、
表示されたリンクをクリックし、設定画面を開きます。

「次へ」をクリックする

Cariotで標準仕様として登録されいてる
メールアラート一覧が表示されます
「到着・出発メールアラート」を押す



2121

メールを送りたいアドレスを入力し保存する
複数設定したい場合は行を改行して入力する
※最大5件

「編集」ボタンを押す

到着・出発のメールアラート設定を行う
拠点に到着、拠点から出発するときにメールアラートを送信する設定を行います
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「有効化」ボタンを押す

「到着・出発通知」をクリックする

到着・出発のメールアラート設定を行う
拠点に到着、拠点から出発するときにメールアラートを送信する設定を行います
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滞在実績のメールアラート設定を行う
到着・出発では滞在0分の通過も拾ってしまうので、一定時間滞在いた場合のみメールアラートを

送りたいときはこの設定を行います。なお、メールが送られるのは出発時です

Cariotホーム画面左上にある マークを
クリックし、設定画面を開く

設定画面が開くので、画面左の
に「メールアラート」と入力し、
表示されたリンクをクリックし、設定画面を開きます。

「次へ」をクリックする

Cariotで標準仕様として登録されいてる
メールアラート一覧が表示されます
「長時間滞在・メールアラート」を押す
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「編集」ボタンを押す

メールを送りたいアドレスを入力し保存する
複数設定したい場合は行を改行して入力する
※最大5件

滞在実績のメールアラート設定を行う
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「長時間滞在アラート」をクリックする

「編集」ボタンを押す

検知したい滞在時間を入力し、「保存」を押す
ex）30分以上滞在したら訪問したと

判断したい場合30と入力

滞在実績のメールアラート設定を行う
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「有効化」ボタンを押す

滞在実績のメールアラート設定を行う


